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労協連だより研究所だより

　協同総研では、２か月に１回常任理事会
（理事長、副理事長、常任理事、事務局が
参加）を開催しています。研究活動につい
ての情報共有や意見交換が主な目的です
が、順番に自分が関心を持っているテーマ
について話題提供をしていただき、参加者
で議論しながら研究所として取り組むべき
課題を探っています。毎回さまざまな社会
課題に関する問題意識が報告され、研究所
としてのスタンスも問われているように思
います。
　３月13日（月）の常任理事会では、寺脇副
理事長に報告をお願いしました。「今こそ
生涯教育が必要なのではないか」というお
話で、文科省時代に担当していた「生涯学
習」の意味が見失われ、仕事上のスキルを
身につける「リカレント教育」や「リスキ
リング」に置き換えられていることに危機
を感じているという内容でした。
　1987年の臨時教育審議会答申では、教育
改革の視点として、①個性の重視（個人の
尊厳、自由・規律、自己責任）、②生涯学
習体系への移行（学校教育完結・学歴偏重
の改革）、③変化への対応（国際化、情報化）
が示されました。また、文部省の機構改革
として、生涯学習を担当する局の設置を求
めています。答申を受けて、1988年には生
涯学習局（2001年の文科省設置により生涯
学習政策局）が設置されました。
　しかし、学校教育においては答申の内容
を反映した政策が実行されてきましたが、

生涯学習はあまり重要視されず、2018年の
機構改正により、生涯学習政策局は統合教
育政策局に改組されました。職業上のスキ
ルを身につけるための「教育」ではなく、
働く人たち、仕事を終えた人たちの生涯学
習（及び社会教育）が国の政策上姿を消そう
としています。
　こうした流れをどう考えるのかという寺
脇副理事長からの問いを受けて意見交換を
行いました。学習支援や夜間中学などの地
域における学びの場づくりに関しては、む
しろ教える側が現実を学ぶ機会となってい
ること、教師が一方的に教えるのではなく

「学びの協同」がそこにあることの価値が
語られました。
　私自身ドキッとしたのは、生涯学習の機
会・学び直しが本当に必要なのは、詰め込
みの教育を受けて、いい学校に入って、い
い会社に入ることを競ってきた世代である
という話でした。残念ながらこの国のシス
テムを支配しているのは、そのような世代
です。もしかしたら、若者たちの生きづら
さを解決するために必要なのは、若者支援
策ではなく、中高年世代の学び直しではな
いかと思いました。私たちは大きな勘違い
をしていたのかもしれません。
　議論は時間切れとなってしまい、あらた
めて研究会を開くことを約束して終了とな
りました。公開の研究会を企画して、皆さ
んと一緒に議論を深められればと思ってい
ます。
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